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0. 修士論文の構成 
筆者の修士論文の構成は以下に示す構成となっている(一部省略)。 
0. はじめに  
1. 本稿の対象と表記  
2. 本稿で扱う文法事項に関する先行研究  
3. 予備調査 1(CA における第 VII 形動詞・ 第
VIII 形動詞)  
4. 予備調査 2(MSA の第 VII 形動詞・第 VIII  
 形動詞のミニマルペア)  
5. 本調査 1(MSA における第 VII 形動詞・ 第
VIII 形動詞／受動構文)  
6. 本調査 2(EA における第 VII 形動詞・第
 VIII 形動詞／it-接辞構文)  
7. 調査結果のまとめと考察  
8. 今後の課題  
 
  筆者の修士論文では、まず古典アラビア語(以下、CA と記す)において、受動構文に類似
するとされる派生形動詞の第 VII 形動詞(inFaʕaL 型)および第 VIII 形動詞(iFtaʕaL 型)の機能
を確認した。その後、現代標準アラビア語1(以下、MSA と記す)の内部屈折による受動構文、
エジプトアラビア語2(以下、EA と記す)の it-接辞を付加した受動構文、および MSA・EA そ
れぞれに存在する第 VII 形動詞(inFaʕaL 型)と第 VIII 形動詞(iFtaʕaL 型)を用いた構文につい
て、それぞれの有する機能の異同を明らかにすることを目的としていた。新聞を中心とし
たテキストから当該構文を抽出・分析することにより、MSA の第 VII 形動詞(inFaʕaL 型)に
                                                        
1
 アラビア語は、セム系言語の一種で、文法学の発展とともに高度に規範化された言語である。現代標準
アラビア語とは、古典アラビア語に基礎を置き、現在アラブ諸国で公用語として制定されている書き言葉
のアラビア語のことで、主にメディアや公的な場面で用いられる言語である(上原 2006: 31-32 を要約)。な
お、榮谷(2004: 121-122 要約)は、正則アラビア語について、「決して母語として獲得される言語レベルでは
なく教育を受け学習して身に付けていく」言語であると指摘している。「アラビア語の規範とされる正則ア
ラビア語」のことを「フスハー(最も明白な、純粋な al-fusˤħaa)」とよぶことがある。転写については、以
下の通りとする。 أ=ʔ, ب=b, ت=t,  ث=θ, ج=ʤ, ح=ħ, خ=x, د=d, ذ=ð, ر=r, ز=z, س=s, ش=ʃ, ص=sˤ, ض=dˤ, ط=tˤ, 
ظ=zˤ, ع=ʕ, غ=ɣ, ف=f, ق=q, ك=k, ل=l, م=m, ن=n, ه=h, ي=j, و=w 長母音の表記については、aa, ii, uu を、二重
母音は ai, au を用いることとする。 
2 エジプトアラビア語は、Woidich (2005: 323 要約)によると、「Cairo Arabic は単に Egyptian Arabic と呼ばれ
ることがしばしばある。エジプト中で使用される主要な言語の媒体である。もともとは首都カイロの方言
だったが、数百万人のエジプト人話者が身に着けている。特に、日常の言語として、都市部で使用されて
いる」と述べられている。 
転写については、以下の通りとする。أ=ʔ, ب=b, ت=t,  ث=t / θ, ج=g / ʤ, ح=ħ, خ=x, د=d, ذ=d, ر=r, ز=z, س=s, 
ش=ʃ, ص=sˤ, ض=dˤ, ط=tˤ, ظ=zˤ, ع=ʕ, غ=ɣ, ف=f / v, ق=ʔ / q, ك=k, ل=l, م=m, ن=n, ه=h, و=w,  ي =j, 母音につい
ては、短母音は a, (e), i, (o), u とする。長母音は aa, ee, ii, oo, uu と表記する。なお、本発表で扱う中心的な
文法事項の一つである it-接辞に関して、先行研究では t-や et-など表記に揺れがみられる。引用時には表記
は it-に統一する。 
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は自動詞化機能と外的使役主の存在の含意があると確認した。一方、従来の先行研究では、
第 VIII 形動詞(iFtaʕaL 型)は再帰や中間態、一部相互態とされていたが、極わずかな動詞に
しかそれらは認められず、第 VIII 形動詞(iFtaʕaL 型)の主要な機能は①自動詞化、②他動詞
化機能と、③項は増減せず、意味の抽象度増加機能を有していると指摘した。一方、EA で
は、第 VII 形動詞(inFaʕaL 型)は MSA と同様の機能が認められたが、第 VIII 形動詞(iFtaʕaL
型)は、MSA とは異なり、他動詞化機能はほぼなく、専ら自動詞化が主要な機能であると結
論付けた。なお、MSA の第 VII 形動詞(inFaʕaL 型)と第 VIII 形動詞(iFtaʕaL 型)は 1 項動詞と
しては、その使用が相補分布をなしていることも 1700 万語規模の新聞コーパスを通じた調
査で明らかにした。MSA・EA ともに受動構文の動作主の明示は可能だが MSA よりも EA
のほうがはるかに制約が大きいと確認できた。 
 本稿では修士論文における調査を通じて明らかにしたこと(目次の  で示した部分)を
中心に扱う。 
1. 先行研究 
 本節では MSA と EA それぞれについて本稿で扱う文法事項に関連した先行研究をしめす。 
1.1. MSAに関する先行研究 
 本稿で扱う文法事項について、MSA の先行研究を以下にまとめて示す。 
【形】受動構文＝母音交替による内部屈折3／第 VII 形＝inFaʕaL／第 VIII 形＝iFtaʕaL 
【項】受動構文 ＝ 他動詞の受動構文の場合項は 1 つ減少する。Maalej( 2008: 225) 
  ・第 VII 形  ＝ 派生前に比べて項が 1 項減少する。   Ratcliffe (2005: 182) 
・第 VIII 形 ＝ 派生前に比べて項が 1 項減少する。      Ratcliffe (2005: 182) 
【機能】受動構文 ＝ 受身                  Maalej (2008: 225) 
  ・第 VII 形 ＝ 第 I 形の受け身に相当するもの      Holes (2004: 104) 
      再帰-受動態                    Bubeník(2008), McCarus (2008: 252) 
      他動詞を自動詞に変える働き          ハッサン (2011: 77) 
  ・第 VIII 形 ＝ 第 V 形や第 VII 形に類似した再帰     Holes(2004: 104) 
        reflexive / middle            Bubeník(2008), McCarus (2008) 
        一部は相互態            Abdul-Raof(1998: 170) 
【動作主】 
・受動構文 ＝ 動作主は明示されないのが普通            Cantarino(1974), Holes(2004)など 
      min+などの前置詞句で行為を実際に達成する道具としての論理的な主語が示せる
                           Cantarino (1974: 52) 
                                                        
3
 動詞基本形の語根パターンを C1C2C3(第 I 形)とすると、第 I 形の受動態(三人称男性単数の完了形)は、そ
れぞれの語根の各子音に後置する母音を u、i、a に内部屈折させ、完了形の場合には、C1uC2iC3a とする(例
1: kataba “he wrote”⇒ kutiba “it was written”)ことで作られる。未完了形の場合には、juC1C2aC3u とする(例
2: yaktubu “he writes”⇒juktabu “it is written”)ことで作られる。なお、MSA の動詞は人称、性、数、ヴォイス、
テンスに応じて屈折する。 
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     MSA では特に新聞などで前置詞句 min qibal / min tˤaraf (ʻfrom the side / party of ʼ)で動
     作主を示せる。               Holes (2004: 320) 
     何らかの外的動作主が必ず含意されている   Danks (2011: 148) 
・第 VII 形 ＝ 典型的に動作主を伴わない         Abdul-Raof (1998: 170) 
      何らかの外的動作主が含意されている    Danks ( 2011: 148) 
・第 VIII 形 ＝ 相互態の場合には典型的に動作主を伴う   Abdul-Raof (1998: 170) 
【その他】 
・受動構文 ＝ 主題の内在的な力だけでは自然に成立できない事象は、受動表現によってのみ表
      現さ れる                 ハッサン (2011: 77) 
・第 VII 形 ＝ 動作の結果に焦点             Holes (2004: 104) 
      主題の内在的な力だけでは自然に成立できない事象を表す第 VII 形の自動詞は 
      存在しな い。               ハッサン(2011: 77) 
1.2. EAに関する先行研究 
 本稿で扱う文法事項について、EA の先行研究を以下にまとめて示す。 
【形】 
受動構文＝itFaʕaL、第 VIII 形・第 X 形は音交替による内部屈折4 
     第 VII 形＝inFaʕaL／第 VIII 形＝iFtaʕaL 
【機能】 
・受動構文(itFaʕaL) ＝ 受身／再帰(reflexivity)／産出5(yielding)   Abdel-Massih et al. (2009: 194 ) 
・第 VII 形  ＝ 特別に語彙化されたものに限定される       Woidich(2005: 329)  
       yielding／再帰                   Abdel-Massih et al. (2009: 283) 
・第 VIII 形 ＝ 特別に語彙化されたものに限定される       Woidich(2005: 329) 
       相対的に多いのは、再帰(reflexivity)と相互(reciprocity)  Abdel-Massih et al. (2009: 284) 
【動作主】 
・受動構文 ＝動作主の明示はなされない。           Abdel-Massih et al. (2009: 190) 
(itFaʕaL)  min ʻfromʼという前置詞句で加害者の動作主は示せる。 Agameya(2008:562) 
・第 VII 形  ＝動作主は不明                   Abdel-Massih et al. (2009: 284)  
・第 VIII 形 ＝再帰の場合、典型的に有生の主語を有する。 
    相互態の場合普通 2 またはそれ以上の動作主を有する。  Abdel-Massih et al. (2009: 284) 
 
                                                        
4
 動詞基本形の語根パターンを C1C2C3(第 I 形)とすると、第 I 形の受動態(三人称男性単数の完了形)は、そ
れぞれの語根の各子音に後置する母音を u、i、a に内部屈折させ、完了形の場合には、C1uC2iC3a とする(例
1: kataba “he wrote”⇒ kutiba “it was written”)ことで作られる。未完了形の場合には、juC1C2aC3u とする(例 2: 
yaktubu “he writes”⇒juktabu “it is written”)ことで作られる。なお、MSA の動詞は人称、性、数、ヴォイス、
テンスに応じて屈折する。 
5 Abdel-Massih et al. (2009: 283)は産出(yielding)を「Yielding は英語の自動詞としてしばしば翻訳されること
もあれば、英語の受動構文として翻訳されることもある。EA においてはその区別は不明瞭な傾向にある」
と述べている。 
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2. CA・MSA・EAの第 VIII形動詞 
 修士論文では 4 節～6 節にて、第 VII 形・第 VIII 形・受動構文をそれぞれコーパスを用い
て用例抽出・分析を行った。本稿では紙幅の都合上、第 VII 形については割愛し、第 VIII
形について述べる。 
 
2.1. 調査手法 
  CA の第 VIII 形動詞は、University of Leeds が開発している The Quranic Arabic Corpus 
Version 0.4(語彙数 30,895語)を使用してVerb∧FormVIIIを条件に全ての第VIII形動詞を抽出
した。MSA の第 VIII 形動詞は、ウェブサイト“日本語で読む中東メディア”で公開されてい
る新聞記事の原文を PDF ファイルの形式で保存(語彙数は 17680 語)し、アラビア文字で、ت 
(t)を指定し、第 VII 形動詞を用いた構文および第 VIII 形動詞を用いた構文を手作業で抽出
する。EA のテキストはインターネットサイト“wikipedia”に Masri で書かれている項目の中
から、MSA の調査で用いたようなテキストと乖離の少ないテーマになるように、政治や文
化に関する話題を中心に 19 項目の記事(総語彙数は 27875 語)を選んだ。検索文字列は、ア
ラビア文字で、ت (t)とした。 
2.2. 調査結果 
 調査で得られた第 VIII 形動詞を用いた構文は、CA が 963 例(異なり語数 101 語)、MSA が
受動構文として用いられている 42 例を除くと、72 例(異なり語数 49 語)、EA が 130 例(異な
り語数で 40 語)得られた。表 1 は、調査で得られた第 VIII 形動詞をタイプ別に分類した結
果一覧である。 
表 1: CA・MSA・EA の第 VIII 形動詞のタイプ 
第 VIII 形のタイプ 
(派生前⇒派生後 
     の項構造) 
CA MSA EA 
一意 
の語 
割合6 
用
例 
数 
一意 
の語 
割合 
用例 
数 
一
意 
の
語 
割合 
用例 
数 
①類(2 項⇒1 項に減少) 39 38.6 238 15 30.6 22 14 35.0 41 
②類(1 項⇒2 項に増加) 
  (2 項⇒3 項に増加) 
5 
 1 
5.9 64 
9 
 1 
20.4 14 
1 
― 
2.5 21 
③類(2 項⇒2 項増減な
し) 
43 42.6 626 13  26.5 24 
14 
35.0 46 
④類(1 項⇒1 項増減な
し) 
10 10.0 28 11 22.4 12 
0 
0.0 0 
                                                        
6
 一意の語(タイプ)全体にしめるそれぞれのタイプの割合が示してある。小数点第二位を四捨五入した数値
で割合は示してあるため割合の合計は 100.0 にはなっていない。 
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その他(I 形なし) 3 3.0 7 ― ― ― 11 27.5 22 
計 101 ― 963 49 ― 72 40 ― 130 
 CA・MSA・EA ともに、第 VIII 形動詞の機能としては項の減少をもたらす①類(2 項→1
項)が相対的に高い割合を示している。CA では相対的に頻度の低い②類(1 項→2 項)や④類(1
項→1 項)も MSA では決して低い割合で現れているわけではない。MSA では①から④の機
能それぞれが同程度現れたといってもよい数値が得られた。一方、EA では④類(1 項→1 項)
の動詞は 1個も得られず、①類(2項→1項)と③類(2項→2項)の動詞が同じ割合で得られた。
なお、EA の②類(1 項→2 項)の動詞については異なる分析も可能であるがここでは紙幅の都
合上説明は割愛する。 
 
2.2.1. 第 VIII形動詞①類(2項→1項) 
2.2.1.1. MSAの第 VIII形動詞①類(2項→1項) 
 調査で得られた「派生前が 2 項動詞で第 VIII 形動詞が 1 項動詞」の用例一覧を以下に示
す。 
【アジャンクトなしの 1 項動詞】 1 iʃtakaa「(船長 PNが)文句を言う」/ 2 irtafaʕa「(輸入品
全ての価格が)あがる」/ 3 intahaa「騒動が)終わる」【行為を実際に達成する道具としての論
理的な主語(前置詞句)伴う動詞】4 isˤtˤadama「(車が)( bi-爆弾によって ) 衝突する」 / 5 
ittasama「(トルコの政策は)(bi+静かさで)特徴づけられる 」/ 6 ittasama「(クルド人地区
は)(bi+静かさで)特徴づけられる」【相互態として用いられている動詞】 7 ixtalafa「(2 人
は)(ʕala 以下について)異なっている」/ 8 iʃtabaka「(イスラエル軍とレバノン軍が)(ʕala 国境
で)交戦する」【場所・時間・理由を伴う 1 項動詞】 9 intazˤama「活動が《fii 広場で》通常
通りだ」/ 10 iltazama「(議長が)《ʔamaama...の前に》責任がある」/ 11 iħtaʃada「(市民団体が)
《ʔamaama 大使館前に》集まる」/ 12 iħtaʃada「(数千人が)《fii 県に》集まる」/ 13 ixtafaa「(赤
い服が)《fii アレッポで》 消える」/ 14 ixtalla「(おおくのことが)《fii 将来に》かき乱され
る」/ 15 ixtafaa「(光景が)〔悼んで-ACC〕消える」【アジャンクト(前置詞句＋意味上の目的
語)を伴う 1 項動詞】 16 iħtaaʤa「(破壊者及びテロリストたちは)(ʔila+プロパガンダを)必要
とする」/ 17 iħtaaʤa「(難民たちは)(ʔila+支援を)《min qibal 支援団体から》必要とする」/ 18 
iħtaaʤa「(私たちは)(ʔila+金額を)必要とする」/ 19 iʕtarafa「(外相は)(bi+努力を)認める」/ 20 
iʕtarafa「(外相は)(bi+節を)認める」/ 21 iʕtarafa「(組織のトップが)(bi+節を) 認める」 / 22 
iʕtaqada 「(外相は)(fii+存在を)信じる」  
 先行研究で指摘されている第 VIII 形動詞の機能である相互態の例を以下に示す。調査で
得られた第 VIII 形動詞の用例全 72 例のうち、相互態として用いられていると分析できたの
は 2 例のみ(ixtalafa 「［(2 人は)(ʕala 以下について)異なっている」、iʃtabaka 「(イスラエル
軍とレバノン軍が)(ʕala 国境で)交戦する」)であった。 
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 wa-qutila        dˤaabitˤ-un  kabiir-un   bi-l-ʤaiʃ-i   l-ʔisraaʔiilii-ji    (1)
  and-kill: PASS.I.PFV.3.M.SG  officer-NOM  great-NOM   of-DEF-troop   DEF-Israel-GEN  
  wa-θnaan-u   min  al-ʤunuud-i     l-lubnaanii-jiin-a    wa-sˤuħufii-jiin-a   
  and-two-NOM of   DEF-soldier.PL-GEN  DEF-Lebanese-PL-GEN  and-journalist-PL-GEN 
 lubunaanii-jii 
 Lebanese-GEN  
ħiina ʃtabakat          quww-aat-u   l-ʤaiʃ- i    l-ʔisraaʔiilii-ji  wa-l-ʤaiʃ-i   
when get entangled: VIII.PFV.3.F.SG  force-PL-NOM DEF-troop-GEN DEF-Israel-GEN  and-DEF-troop-GEN  
l-lubnanii-jii     ʔala  l-ħuduud-i    fii  ʔaɣustˤus-a   ʔaab   l-maadˤii-ji. 
DEF-Lebanese-GEN  on  DEF-border-GEN in  August-ACC  August  DEF-past-GEN 
「イスラエル軍の上級士官とレバノン人兵士 2 名とレバノン人ジャーナリストが去年 8 月
に国境でのイスラエル軍とレバノン軍が交戦した際に死亡した。」      [كبتشا交戦する
110527quds] 
 動作主(Agent)が 2 つ現れている例である。「イスラエル軍とレバノン軍」は換喩として用
いられているものと分析し、「典型的に動作主を伴う」という先行研究の記述とも一致して
いる。 
 動作主が明示的に min qibal “from side of ...”という前置詞句を伴って現れた唯一の例を(4)
に示す。 
(4)wa-haaʔulaaʔi   jaħtaaʤuuna     ʔila   riʕaajat-in    xaasˤsˤat-an    
 and-they.NOM    need: VIII.IPFV.3.M.PL  to    support-GEN   special-ACC    
min  qibal-i    l-muʤtamaʕ-i     d-daulii-ji       wa-munazˤzˤamat-i-hi    
from  side-GEN   DEF-society-GEN    DEF-international-GEN   and-organization-GEN-it  
l-insaaniijat-i       wa-fii    ʔasraʕ-i      waqt-in    mumkin-in 
DEF-humanitarian-GEN   and-in   most quickly-GEN   time-GEN   possible-GEN 
「［攻撃で難民となった］彼らはとりわけ国際社会や人道支援機関によるできる限り早い支援を
必要としている。」                      [جاتحا必要だ 120319quds]  
                                        
2.2.1.2. EAの第 VIII形動詞①類(2項→1項) 
【アジャンクトなしの 1 項動詞】 1 ʔintaha 「(危機が)終わる」2 ʔintaha「(闘争が)終わる」
3 ʔintaha「(暗黒時代が)終わる」4 ʔintaha「(この期間が)終わる」5 ʔintaha「(主題が)終わる」
6 ʔintaʃar「(後退が)広がる」7 ʔintaʃar「(起訴が)広がる」8 ʔintaʃar「(火が)広がる」9 ʔintaʃar
「(科学的傾向が)広がる」10 ʔintasˤar「(誰が)勝つ」11 ʔixtafa「(数千人が)消える」12 ixtalaf
「(研究の程度が)異なる」13 ʔiʔtasˤar「(思考が)限定される」」【行為を実際に達成する道
具としての論理的な主語(前置詞句)伴う動詞】 14 ʔintaha「(エジプト・リビア戦争が)(bi-エ
ジプトの勝利によって)終わる」15 ʔintaha「(このことが)(bi-国際的同盟の成立によって)終わ
る」16 ʔintaha「(攻撃が)(bi-大ダメージによって)終わる」17 ʔintaha「(戦争が)(bi-敗北によっ
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て)終わる」18 ʔintaha「(貧困が)(bi-これによって)終わる」19 ʔiʕtaraf「(マルクスは)(bi-宗教
的愛国的情熱と愛情によって)知られている」20 ʔihtamm「(かれは(bi-出来事に)興味がある」
21 ʔihtamm「(研究者たちは)(bi-言語の研究に)興味を持っている」22 ʔiktafa「(カッサンドロ
スは)(bi-指名に)満足する」【場所・時間・理由を伴う 1 項動詞】 23 ʔintaha「オスマン朝が
《fii レバノンとシリアで》終わる」24 ʔintasˤar「エジプト軍が《fii 戦闘で》勝つ」25 ʔintasˤar
「飛行機が《fii そこで》勝つ」26 ʔintaʃar「オスマン朝が《fii レバノンとシリアで》終わる」
27 ʔiʃtaɣal「エルマフディが《fii テレビの世界で》働く」28 ʔixtafa「寛容論が《min 社会か
ら》消える」29 ʔittagah「戦争が《li 惨劇へ》向かう」30 ʔixtalaf「歴史家は《ʕan 地質学者
とは》異なる」31 ʔiʃtarak「カリーム・アーミルが《maʕ エルマフディに》加わる」32 ʔiʃtarak
「プトレマイオス 1 世が《maʕ セレウコスとリュシマコスに》加わる」【アジャンクト(前置
詞句＋意味上の目的語)を伴う 1 項動詞】 33 ʔintasˤar「(プトレマイオスが)(ʕala ドミトリウ
スに)勝つ」34 ʔintasˤar「(プトレマイオスが)(ʕala ドミトリウスに)勝つ」35 ʔittasˤal「(米国
務長官が)(bi エジプト外相に)連絡を取る」36 ʔittasˤal「(歴史書が)(bi 人文的知識に)触れる」
37 ʔittasˤal「(絵が)(bi 歴史に)触れる」38 ʔittasˤal「(イスラエル首相が)(bi キッシンジャーに)
《テレビで》連絡を取る」【ḥāl(様態を表す対格名詞)を伴う 1 項動詞】39 ʔiʃtaɣal「(ヒサーム
氏は)(新聞記者として)働く」40 ʔiʃtaɣal「(組織は)(法律事務所として)機能する」41 ʔiʕtaʔad
「【受】(プトレマイオス 1 世は)(ʔan 節だと)信じられている」 
  MSA・EA ともに相互態の用例は極わずかしか得られなかった。再帰についてもそれと分
析できる動詞は一部の動詞に過ぎないと指摘できる。 
2.2.2. 項の増減がみられない③類(2項→2項)／④類(1項→1項) 
  MSA・EA それぞれの項が派生前より増減しない第 VIII 形動詞の結果を示す。 
2.2.2.1. MSAの第 VIII形動詞③類(2項→2項)／④類(1項→1項) 
 ③類(2 項→2 項)については、調査で得られた一意の語を以下に示す。 
③類(2 項→2 項) 1 irtaqada 批判する 2 iltaqatˤa とる 3 ibtaɣaa 望む 4 iʃtaraa 買う 5 iltaqaa
 会う 6 iʕtaqada 信じる 7 ittaxaða とる 8 ʔiħtaʤaza 拘束する 9 iħtaaʤa 必 要 だ 10 
imtaraka もっている 11 iʕtaqala 逮捕する 12 intahaʤa とる 13 iʤtaaħa 襲う  
④類(1 項→1 項)【アジャンクトなしの 1 項動詞】 1 iqtaraba「(戦争が)近い」【アジャンク
ト(前置詞句＋意味上の目的語)を伴う 1 項動詞】 2 iħtafazˤa「(大佐が)《bi 金額を》維持す
る」3 iħtafazˤa 「(リビアが)《bi 金額を》維持する」4 ihtamma「(イスラエルは)《bi 人権に》
関心がある」5 intamaa「カウフマン議員が《ʔila 労働党に》属している」6 iktafaa「(海賊が)
《bi 強奪に》満足する」7 iktafaa「ワシントンが《bi+仲裁人の命令に》満足する」8 iftaqara
「リビアは《ʔila 散布装置を》欠いている 9 intazˤara「大統領は《ʔila 人民を》待つ」10 intabaha
 「人は《ʔila 彼らの活動に》気づく」11  iʕtamada 「議長は《ʕala ソフトパワーに》頼る」
12 iltaħaqa 彼の息子は《bi 彼女 2 人に》加わる」 
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2.2.2.2. EAの第 VIII 形動詞③類(2項→2項) 
③類(2 項→2 項)については、調査で得られた一意の語を以下に示す。 
③類(2 項→2 項) 1 ʔiʕtabar「みなす」2 ʔiħtall「占領する」3 ʔiħtaag 「 必 要 と す る 」 4
 ʔittabaʕ「従う」5 ʔittaham「起訴する」6 ʔiʃtamal「含む」7 ʔistalam「受け取る」8 ʔiftakar
「思う」9 ʔiktaʃaf「暴露する」10 ʔiʔtadˤa「要求する」11 ʔiħtaqar「さげすむ」12 ʔirtakab「(罪)
犯す」13 ʔiʕtaradˤ「反対する」14 ʔiħtaram「尊敬する」 
 項の増減がみられない第 VIII 形動詞は、MSA・EA ともに派生前の動詞とは意味が異なる
もしくは拡大した意味を示すものであった。 
3. MSA・EAの受動構文 
 MSA・EA の受動構文についても 1 節と同じテキストを用いて用例をあつめ、動作主に注
目して分析した。 
3.1. 調査手法 
 2.1 節で示したテキストを用いて、MSA については一文一文を確認し受動構文であると判
断したものを抽出した。EA については、検索文字列にアラビア文字でتا ,تي, تت ,تを指定し
(左から it, yt, tt, t)、it-接辞構文の用例を集めた。漏れのないようにするために t だけも検索
文字列に追加し確認した。 
3.2. 調査結果 
3.2.1. MSAの受動構文 
 2.1 節で述べた新聞、書籍から MSA では 138 例(異なり語数で 70 語、その内訳は第 I 形
27 語、第 II 形 13 語、第 III 形 2 語、第 IV 形 12 語、第 V 形 1 語、第 VIII 形 12 語、第 X 形
3 語)の受動構文が得られた。第 VIII 形の 1 例(iħtaaʤu「必要とする」)をのぞき、全ての受
動構文が、能動態の場合には二項動詞もしくは 3 項動詞である動詞が用いられていた。 
 Wright(1962)や Cantarino(1974)らが指摘するように、MSA の受動構文は本来的には動作主
(agent)の明示はなされないのが普通であった。今回の調査で収集した受動構文 138 例のうち、
7 例のみが動作主を明示した受動構文であった。Cantarino(1974: 52)が指摘する「行為を実際
に達成する道具としての論理的な主語」が伴われている受動構文は 11 例(用例に占める割合
5.1%)得られた。 
 唯一得られた 1 項動詞の内部屈折による受動構文の用例を以下に示す。 
 laa  juħtaaʤu        ʔila  fiis buuk  ʔinna l-muxarrib-iina      (2)
  NEG need: PASS.VIII.IPFV.3.M.SG to  Face Book that  DEF-destroyer-PL.ACC   
wa-l-irhabii-jiina    jaħtaaʤuuna    ʔila  diʕaajat-i n   mudawwijat-in li-annna-hu... 
and-DEF-terrorist-PL.ACC need: VIII.IPFV.3.M.PL  to  propaganda-GEN  loud-GEN  for-that-it.ACC 
「フェイスブックは必要とされていない。破壊者やテロリストたちは、声高のプロパガンダを
必要としている。それは...からである」        [جاتحا pass & active 必要だ 120112quds] 
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 本来であれば「フェイスブック」が主格で現れて受動構文として用いられることを期待
するが、「フェイスブック」は前置詞句ʔila に後続して現れている。juħtaaʤu が示す受動構
文の主語は 3 人称男性単数であるが、非人称構文と理解すべき用例である。さらに、同じ
動詞を用いた能動態を 2 文目に後続させていて、動作主(agent)の明示がなされていると分析
することができる例である。 
 動作主の明示がない受動構文の多くの場合、動作主が不明というよりは、段落の前部に
「誰によって」「何によって」その動作がなされたか理解することができる例であった。 
 収集した 138 例の受動構文の中には、非人称構文として分析できる用例が 8 例存在した。
以下に例を示す。異なり語数としては 4 語の動詞(iħtamala, iʕtaqada, iftaradˤa, iħtaaʤa)が用
いられている。iħtamala, iʕtaqada, iftaradˤa の 3 つの動詞は「みなされる」という意味で、
iħtaaʤa は「必要とする」という意味で用いられる動詞である。 
 lam taqum    bi-haaðih  l-ʕamaliijat-i  quwwat-un   min xaliiʤ-i   l-wilaa-jaat-i (3)
  NEG do: JUSS.3.F.SG of-this.GEN DEF-mission-GEN military-NOM  from  gulf-GEN  DEF-state-PL-GEN 
l-muttaħidat-i  l-ʔamriikiijat-i   ʔabad-an  juħtamalu          ʔanna hunaalika 
DEF-united-GEN  DEF-American-GEN never-ACC  be probably: PASS.VIII.IPFV.3.M.SG  that  here 
ʔafraad-an   min   buldaan-in    ʔuxraa    qad    tamma        
person.PL-ACC  from  country.PL-GEN  another.GEN  already  complete:I.PFV.3.M.SG 
stixdaam-u-haa     fii-haa  
utilization-NOM-its.GEN  in-it.GEN 
「湾岸[駐留の]アメリカによる軍事活動は全く行われなかった。軍事活動を行った別の諸国の
メンバーがいると見られる。」                    [Kafrī 2003: 33-34] 
  意味の上では haaðih l-ʕamaliijat「軍事活動が…とみなされる」と軍事活動を主語に解釈す
ることはできるが、統語的には、軍事活動は女性形であるので juħtamalu の形ではなく
tuħtamalu(3 人称女性単数)の形で本来であれば動詞は屈折するはずである。しかし、3 人称
男性単数形の動詞の形で現れていることから、この juħtamalu の形があらわす 3 人称男性単
数は「非人称」であると考えるべきである。 
3.2.2. EAの受動構文 
 調査の結果、204 例文(異なり語数で 118 語、その内訳は、派生前が第 I 形の動詞が 59 個、
第 II 形の動詞が 44 個、第 III 形の動詞が 8 個、派生前の動詞が不明なものが 5 個)が得られ
た。第 I 形および第 II 形の 2 項動詞から派生するケースが全体の 88.8%(116 個中 103 個)を
占めている。第 III 形から派生した it-接辞構文の用例は非常に少ないといえる。Woidich(2005: 
329)の指摘通り、第 I, II, III 形に it-接辞は付加することができるのはこの調査からも明らか
である。今回の調査ではわずかに第 VIII 形動詞の 1 例のみが内部屈折による受動構文であ
った。 
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  204 例中わずかに 1 例、動作主が min という前置詞句を伴って明示されていた例を以下に
示す。 
 ritʃard   t-taalit  malik  ʔingiltira ... ʔithazam          min  henri     (4)
  Richard.PN DEF-III   king  England ...  be defeated: itFaʕaL.PFV.3.M.SG  by  Henry.PN   
tiiduur   ʔillii ʔittawwig          malik  taħta sm  henri  s-saabiʕ 
Tudur.PN  REL  be crowned: PASS.PFV.3.M.SG  throne  under name  Henry   DEF-VII 
「リチャード 3 世はイングランド王で…ヘンリー7 世という名の下で王位についたヘンリー・テ
ューダーによって負かされた。」                       [نيتدرولا بورح] 
 この文では、リチャード 3 世がテューダーに殺されたことを示すために、前置詞句
min“from”を用いて動作主を明示している。Agameya(2008)が指摘しているように、被害を受
けたことを表す動詞(この場合、「殺害」)に min を用いて動作主を明示している。MSA と比
べると、MSA は 138 例のうち、7 例(5.1%)に動作主の明示がみられたが、EA では 204 例中
1 例のみ(0.5%)しか得られなかった。調査で得られた用例の少なさを鑑みても MSA より EA
のほうが前置詞句による動作主の明示には制限があることは明らかである。 
  動作を実現するための論理的な主語の明示がMSA同様に前置詞句を伴って示すことがで
きる例が 2 例あった。以下に 1 例示す。 
 bi-ʔatal   perdikkaas    ʔitwaʔʔaft          l-ħarb    wa... (5)
  by-killing   Perdiccas.PN   suspend: itFaʕaL.PFV.3.F.SG  DEF-war.F  and... 
「ペルディッカスの殺害によって戦争は延期された。そして…」              [لولاا سوميلطب] 
 2 例文では、「戦争の延期」、「殺害行為」という行為を行わせたのは bi- “by”以下の前置詞
句によって明示的に示されていた。 
4. 調査から明らかになったこと 
 調査を通じて得られた、先行研究では指摘されていなかった知見については表中  で
示した。 
MSA 受動構文 第 VIII 形動詞 
項 
・2 項動詞／3 項動詞の項が 1 つ減少
する 
・1 項動詞の場合項は減少しない。(1
項動詞の受動態は極めて稀) 
⇒3人称男性単数形の形に動詞を活用
させて非人称構文による受動構文を
作る。 
・派生前に比べて項が 1 項減少する 
・派生前に比べて項が 1 項増加する 
・項が増減せず 2 項動詞のまま(意味の拡大) 
・項が増減せず 1 項動詞のまま(意味の拡大) 
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動
作
主 
・動作主は明示されないのが普通 
(文脈から明らかに動作主が 
 分かるものが多い) 
・min+などの前置詞句で行為を実際に
達成する道具としての論理的な主語
が示せる 
・前置詞句 min qibal＋動作主 (ʻfrom 
the side ʼ)で動作主を示せる 
・相互態の場合には典型的に動作主を伴う 
・1 項動詞の場合行為を実際に達成する 
・論理的な主語や外的な動作主が明示的に段
落内に示されることがある 
そ
の
他 
・非人称構文による受動構文の用例が
いくつかみられた 
・何らかの外的動作主の存在が明示され「ひ
とりでにある状態になる」と解釈できるよう
な用例は得られなかった 
・1 項動詞としては第 VII 形と第 VIII 形動詞
は相補分布をなしている 
EA it-接辞構文 第 VIII 形動詞 
形 I, II, III 形に it-接辞を付加 iFtaʕaL 
項 
・大部分が 1 項動詞 ・まれに 2 項動
詞 
・1 項動詞 ・2 項動詞 
機
能 
・項の減少 
・受け身 
・項の減少(自動詞化)と 2 項動詞の意味拡大
が中心的機能  
・項の増加(他動詞化)は非常にまれ 
・④類(1 項→1 項)のデータは得られず 
・ごく一部、再帰・ごく一部、相互態 
動
作
主 
・動作主は明示されないのが普通 
・(危害を加えられたことを示す際の
み)「min + 動作主」の形で動作主を
明示することができる 
・何らかの外的動作主の存在が段落の中に明
示されているものもある 
そ
の他 
・名詞からでも it-接辞を付加して新
しく語彙が作れる 
・生産性が it-接辞に比べれば低い 
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略号一覧 
I~X pattern I~X 派生形第 I~X 形, 1/2/3 first/second/third person 1/2/3 人称, DEF definite定冠詞, 
F femimine 女性形 , FUT future 未来 , IPFV imperfective 未完了 , JUSS jussive 短形 , M 
masculine 男性形, NEG negative 否定, PASS passive 受動態, PFV perfective 完了, PL plural 複
数形, PN proper name 固有名詞, REL relative 関係詞, SG singular 単数形, - 形態素境界  
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